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紫 天鵞絨 \桐\ 薔薇 \ 客 中 恋/若人 \ 砂上 遅日 

紫 天鵞絨 

や はら かく 深 紫の 天鵞絨 をな づる 心地 か 春の 暮れ ゆく 

い そい そと 燕 もま へ り あた 、かく 郵便 馬車 を ぬらす 春 



ほの 赤く 岐阜 提灯 もと もりけ リ 「二つ 巴」 の 春の 夕ぐ 

れ (明治座 三月 狂言) 

ジョ— 力 ー 

戯奴 の 紅き 上衣に 埃の 香 かすかに しみて 春 はくれ に 

サり 

なやましく 春 は 暮れ ゆく 踊り子の 金紗の 裾に 春 は 暮れ 

ゆく 

春 漏の 水の ひ、 V きか ある はまた 舞姫のう つと ほき 鼓 か 



(京都 旅情) 

片 恋の わが 世 さみしく ヒ ヤシン ス うす むらさき にに ほ 

ひそめけ リ 

恋すれば うら 若ければ かば か りに 薔薇 の 香に もな みだ 

す るら む 

麦畑の 萌黄 天鵞絨 芥子の 花 五月 の 空に そよ風の ふく 

五月 来ぬ わすれな 草 も わが 恋 も 今し ほのかに に ほひ づ 



桐 (To Signorina X. Y し 

君 をみ ていく とせ か へ しかくて また 桐の 花 さく 日と は 

なりけ る 

君と ふと かよ ひなれ にし あけくれ を いくたび ふみし 落 

椿ぞも 

広 重の ふるき 版画の て ざ はり も わすれが たかり 君と み 



とばり 

草い ろの 帷 のかげ に 灯と もして なみだす る 子よ 何 を 

おもへ る 

くすり 香 も つめたく しむ は 病室 の 窓 にさき た る 洎芙藍 

の 花 

青 チヨ ォク ADIEU と 壁に かきすて、 出で ゆきし 子の 

ゆく, しらず も 

その 日 さりて 消息 も なくなり にたる 風 騒の 子 をと がめ 

たま ひそ 



_ と とほき 花 桐の 香の そこと なくお とづれ くる をい か 

. せまし や 

(四 • 九 • 一四) 



し 墓 

夜 あくれば 行路の 人となりぬべき われら ぞ さはな 泣き 

そ 女よ 

其 夜より 娼婦の 如くな まめけ る 人となりし をい とふの 

みか は 

わが 足に 膏そ、 がむ 人 もがな そ を 黒髪に ぬぐ ふ 子 も 

がな (寺院に て 三 首) 



来に けむ 

薔薇よ さはに ほひな 出で そ あか つきの 薄ら あかりに 泣 

く 女 あり 

(九 丄ハ. 一四) 



し 

二日 月 君が 小指の 爪よりも ほのかに さす は あはれ なる 

かな 

何 を かもさ は 歎 くらむ 旅人よ 蜜柑畑の 棚に よりつ、 

しキ」 いし 

ともしび も 雨に ぬれた る 驚 石 も 君 送る 夜 は あはれ ふ 

か-り 

ときす てし 紹の夏 帯の 水 あさぎな まめく ま、 に 夏ゃ往 



(けむ 



(環 M 



若人 (旋頭 歌) 

うら 若き 都人 こそ かなし かり けれ。 失 ひし 夢 を 求む と 

まち 

巿を 歩める。 

橡 の 花 も ひそかに さけるなら じか。 夢 未 多 かりし 日 

を 思 ひ 出で よと。 

たはれ 女のう つ、 無げ にも 青み たる 眼 か。 か はたれ の 



いとせ めて 泣くべく 人 を 恋 ひも こそ すれ。 黄蠟の 涙お 

とすと 燃 ゆる 如くに。 

湯 沸 器の 湯気 も ほのかに もの 思 ふらし。 我 友の 西 鶴め 

きし 恋 語りより。 (民に) 

お ほか はやな ぎ 

ほ、 けたる 花 ふり 落す 大川 楊。 水に しも 恋 やす るら 

む大川 楊。 

香油より つめたき 雨に ひた もぬ れつ、。 たそがれの 銀 

座 通 を ゆく は 誰が 子ぞ。 



恋すて ふ 戯れすな る 若き 道化 は。 かりそめの 涙お とす 

を 常と する かも。 

何時と なく 恋 もものう くな りに けらし な。 移り香の 

(憂し や) つめたく なり まさる 如。 

(K XV 



砂上 遅日 

う つ 、なき まひるのう みは 砂の むた 雲母の ごとく まば 

ゆく も あるか 

ぎんでい 

八 百日 ゆく 遠の 渚 は 銀泥の 水 ぬるませて 日に か、 V やく 

ち 

みぢろ け 

きら 、かに こ、 だ 身 動ぐ いさ 、 波 砂に 消な むと する い 



さ、 波 

あ たか あめ 

いさ、 波 生れ も 出で ねと 高 天 ゆ 光 はち、 X に ふれり 光 は 

くわう リん あま 

光輪 は 空に き はなし その 空の 下につ どへ る 蟹 少女 は 

ち 

あ ま 

むらがれる 海女ら ことごと 恥な しと 空 はも だして か、 X 

やける かも 

うつ そみ の 女人 眠る とま か- よふ 巨 海 は 息 を ひそ むら 
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